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一
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第
一
一
章「

社
会
経
済
の
変
貌J

は
、「

英
国
の
近
代」 

が

.
何
時
訪
れ
、
そ
れ
が
ど
の
ょ
う
な
変
化
を
生
ん
，
 

だ
か
を
、
全
体
像
と
し
て
描
出
す
る
こ
.

と
に
费
さ
れ 

て
い
る
。
第
一
節「
国
民
経
済
の
屈
折」

に
お
い
て
、
 

著
者
は
、
十
六
世
紀
前
半
の
未
曾
有
の
好
況
と
後
半 

の
不
況
，の
、
英
国
商
工
業
に
与
え
た
影
饗
を
考
察 

し
、「

絶
対
主
義」

の
政
策
と
呼
ば
れ
て
い
る
-%
め 

が
、
こ
う
し
た

経
済
変
動
、
就
中
、
世
紀
後
半
の
不 

況
の
解
決
の
仕
方
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
二
節「

農
業
革
命
の
進
展」

に
お
い
て
は
、
前 

節
で
展
開
さ
れ
た
十
六
世
紀
の
経
済
変
動
に
伴
う
農 

業
分
野
の
変
取
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
こ
の
変
本
が
、
 

従
来
か
ら
支
配
的
な
学
説
で
あ
っ
た「

ョ
ー
マ
ン
リ 

丨
の
上
昇」

を
も
た
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
全
体
と 

し
て
見
れ
ば
、
ョ
ー
マ
ン
は
、
近
代
英
国
の
ト
レ
ー 

ガ
ー
で
も
な
く
、
ま
し
て

「

未
来
の
産
業
の
将
師

J

 

で
も
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ョ
ー
マ
ン
が 

近
代
英
国
形
成
の
過
程
で
埋
没
を
余
儀
な
X
さ
れ
た 

階
層
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
近
代
英
国
の
真
の
担
い 

手
は
、
如
何
な
る
社
会
層
.で
あ
っ
た
か
。

こ
れ
こ 

そ
、
著
者
の
特
筆
す
る
社
会
層
と
し
て
の
ジH

ン
.ト 

リ
ー
で
あ
っ
た
,0

「

ジ
.ェ
ン
ト

リ

ー
の
勃
興」

が
一
方
に
あ
れ
ば
、
他 

方

に

ョ

ー

マ

ン

リ

ー

の

没
落
が
あ
る
。

.
近

代

^

_

国 

，民
文
化
の
型
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ジH

ン
ト

ル
マ
ン
•
イ
デ
アー

ル
で
あ
っ
た
。
第
三
章「

国
民 

文
化
の
生
成」

は
、
近
代
英
国
国
民
文
化
の
パ
タ
ー 

ン
に
つ
い
て
の
著
者
の
優
れ
た
試
み
で
あ
る
。
ジ
工 

ン
ト
ル
マ
ン
*
イ
デ
ア
|-
.
ル
は
、
従
来
の
騎
士
道
倫 

理
と
外
来
の
人
文
主
義
の
習
合
の
産
物
で
あ
っ
た
。
 

他
方
、
清
教
主
義
は
、
す
ぐ
れ
て
英
国
土
着
の
文
化 

で
あ
?
た
。
多
く
の
清
教
徒
達
は
、
十
六
•
十
七
世 

紀
の
経
済
、
社
会
変
動
の
過
程
で
路
傍
に
置
き
去
ら 

れ
‘た
。
英
国
文
化
は
、
両
者
の
シ
ュ
バ
ン
ヌ
ン
ク
の 

中
に
展
開
し
、
革
命
後
、
両
者
は
合
成
さ
れ
、.'合
理 

主
義
的
経
験
的
思
考
の
流
れ
、
経
驗
論
と
し
て
結
実 

し
た
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
そ
の
歴
史
研
究
の
パ
I
ス
ぺ
ク
テ
ィ
ヴ 

に
お
い
て
、
又
最
近
の
英
国
歴
史
学
界
の
動
向
を
知 

る
上
で
、
極
め
て
優
れ
た
，研
究
書
で
あ
る
。(

ミ
ネ 

ル
ヴ
ァ
書
房
.
一
九
六
六
年
三
月
一
日
刊• 
A

5 

• 

四
七
五
頁
•
ニ
一
〇
〇
円)

丨
安
元
稳
丨

氺

ネ

*

天
川
潤
次
郎
著 

『

デ
フ
ォ
I

研
究

丨
資
本
主
義
経
済
思
想
の
一
源
流

』

著
者
は
こ
の
書
物
を
第
三
部
第
九
章
に
分
け
て
い

る
。
第
一
部
は「

デ
フ
ォ

-
-
時
代
と
思
想——

J

で
あ
り
、
そ
の
第
一
章
は「

産
業
革
命
前
夜
の
イ
ギ 

リ
ス
経
済」

、
第
二
章「

デ
フ
ォ
ー
の
生
涯
と
そ
の 

論
著」

、
第
三
章「

経
済
思
想」

、
第
四
章「

政
治
思 

想」

と
に
分
れ
て
い
る
。
第
二
部
で
は「

経
済
時 

論」

、
第

五

章「

英

•
蘇

合

併

問

題(

一
七
〇
七 

年)
」

、
第
六
章「

英
仏
自
由
通
商
問
題(

一
七
一
三 

年)
」

、
第
七
章「

南
海
恐
慌
問
題(

一

七

一一
〇
年)

」 

と
な
っ
て
い
て
、
最
後
の
第
三
部
で
は「

資
本
生
義 

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン」

、

そ
の
第
八
章「

資
本
主
義
の
ヴ 

ィ
ジ
ョ
ン」

、
第
九
章「

イ
ギ
リ
ス
経
済
の
構
造」 

と
な
っ
て
い
る
。
全
体
を
通
し
て
み
て《

口
ビ
ン
ソ 

ン==

ク
ル
ー
ソ》

物
語
の
筆
者
と
し
て
の
デ
フ
ォ
ー 

一
個
人
の
問
題
か
ら
、
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
開 

拓
者
の
一
人
と
し
て
の
、
ま
た
政
界
に
出
入
し
政
治 

経
済
の
問
題
に
.は
関
心
が
深
く
、
内
外
商
業
に
つ
い 

て
の
す
ぐ
れ
た
見
識
の
持
主
で
あ
り
、
ま
た
著
者
は 

こ
の
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
述
べ
て
い
る
が
、
終
始 

'一
實
中
産
階
級
的
で
あ
り
：
非
国
教
的
で
あ
る
近
代 

イ
ギ
リ
ス
社
会
の
典
型
と
も
い
ぅ
べ
き
デ
フ
ォ
ー
の 

姿
お
ょ
び
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
諸
問
題
を
扱
っ
て
い 

る
。
更
に
デ
フ
ォ
I
個
人
に
つ
い
て
言
え
ば
、
彼
•の 

著
作
は
小
説
’、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
政
治
お
ょ
び
経
済 

評
論
、
' 旅
行
記
、
歴
史
な
ど
非
常
な
数
に
の
ぼ
る
が
、
 

そ
の
中
で
最
も
注
意
す
ベ
き
著
作
は《

事
業
論〉〉

.

(
A
n

 Essay 

u
po
n 

projects. 

1
6
9
7
)
《

ロ 

ヒ
ン 

ソ
ン=

ク
ル 

|
ソ》

(Robinson 

Crusoe, 

1719; 

《

イ
ギ
リ
ス
商
人
大
鑑》

(The 

Complete 

English 

Tradesman, 

1725)、

な
ど
で
あ
る
。

デ
フ
ォ
I
の
生
れ
た
一
六
六
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス 

は
、
社
会
経
済
史
的
に
見
て
一
つ
の
大
き
な
転
換
期 

で
も
あ
っ
た
。

一
六
四
九
年
か
ら
一
六
六
〇
年
の
間 

に
お
け
る
空
位
時
代
は
い
わ
ゆ
る
世
界
最
初
の『

市 

民
本
命』

を
と
げ
た
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て 

輝
か
し
い
時
代
で
あ
っ
た
。
と
と
も
に
、
そ
れ
は
こ 

れ
ょ
り
後
、
イ
ギ
リ
ス
の
数
世
紀
に
わ
た
る
繁
张
の 

源

と

も
な

っ
た
商
工
業
の
担
い
手
た
る
中
産
階
級
の 

地
味
な
、
そ
れ
で
い
て
確
臾
な
出
现
の
時
期
で
も
あ 

っ
た
。
政
治
的
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
二
世
の
王
政
復
古 

が
成
し
と
げ
ら
れ
、
共
和
制
に
終
止
符
が
打
た
れ
た 

か
の
ょ
ぅ
に
思
え
る
が
、
こ
れ
は
過
去
へ
の
復
帰
を 

意
味
し
は
し
な
か
っ
た
。
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
イ
ギ 

リ
ス
革
命
が
変
革
し
た
も
の
は
、
封
雄
的
諸
制
度
の 

ぅ
ち
で
、
長
老
派=

商
業
資
本
の
障
碣
に
な
る
も
の 

を
排
除
し
、
手
段
と
な
る
も
の
を
の
こ
し
て
、
イ
ギ 

リ
ス
資
本
主
義
が
他
に
さ
き
ん
じ
て
本
源
的
蓄
積
に 

す
す
む
道
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て 

茁
商
主
義
が
典
型
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
名
誉
年 

命

(

一
六
八
八
年)

後
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
で
あ 

り
、
こ
の
初
期
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
国
家
に
よ
つ
て
遂
行
さ

新刊紹介

れ
た
原
始
的
蒂
稂
の
核
心
を
な
す
経
済
的
課
程
は
つ 

ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。
B
、
廉
価
労
働
力
の
強
力
的 

な
創
出
と
そ
の
技
術
的
な
訓
練
。
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ 

ュ
ァ
期
を
特
徴
づ
け
る
お
び
た
だ
し
い
浮
浪
若
の
就 

業
強
制
、
懲
役
場
や
孤
児
院
で
お
こ
众
わ
れ
た
か
れ 

ら
の
強
制
的
陶
冶
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
の
規
制
に
よ
る 

貨
金
压
下
や
労
働
者
確
保
の
.た
め
の
移
住
禁
止
、
更 

に
外
国
熟
練
職
人
の
来
住
奨
励
と
自
国
熟
練
職
人
の 

移
住
禁
止
。
特
に
歴
史
上
著
名
な
も
の
と
し
て
は
、

エ
ン
ク
卩
丨
ジ
ァ

運
動
の
破
壊
性
が
あ
げ
ら
れ
る
。
. 

«
、
さ
ま
ざ
ま
の

形
に
お
け
る
貨
幣
財
産
の
つ
か
み 

取

り

と

そ
れ
を
産
業
資
本
へ
転
化
す
る
た
め
の
諾
条 

件
強
力
的
創
出
。
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
海
賊
に
よ 

る
ス
ペ
イ
ン
の
銀
船
隊
や
植
民
地
の
略
奪
が
、
’
イ
ギ 

リ
ス
の
原
始
的
蒂
稹
に
と
っ
て
ば
た
し
た
役
割
は
無 

視
で
き
な
か
っ
た
。

_

最
後
に
著
者
は
、
•工
業
よ
り
も
商
品
の
販
売
に
一 

li
興
味
を
持
ち
、
貿
易
、
植
民
こ
.そ
イ
ギ
リ
ス
を
興 

す

も

の

と

考
え
た
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
ジ
ー

の

代
弁
者
た
る 

デ
フ
ォ
ー
は
、
明
ら
か
に
大
英
帝
国
膨
脹
論
渚
で
あ 

り
，
自
山
主
義
的
な
帝
国
主
義
渚
で
あ
っ
た
の
で
あ 

る
、
と

結
ん
で
い
る
。

(

未
来
社
.
A
s
.
.
四

五
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.
米
川
伸

一訳
『

世
界
の
工
場

.

丨
イ
ギ
リ
ス
経
済
史

.

一
八
ニ
〇
丨
一
八
八
〇

』

一
八
ニ
o
年
代
か
ら
、
，い
わ
ゆ
る「
大
不
況」

が 

は
じ
ま
る
一
八
七
三
年
恐
慌
に
い
た
る
ま
で
の
時
期 

こ

そ

、

イ

ギ

リ

ス

が

世

界

の

エ

場

と

し

て

^

^-
が

に 

み
て
も
金
融
的
に
み
て
も
、
世
界
に
君
臨
し
繁
栄
に 

ふ
け
っ
た
時
期
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
ぅ
。
イ
ギ
リ 

ス
の
産
業
界
の
み
な
ら
ず
、
世
界
资
本
主
義
の
中
心 

諶
軸
産
業
で
あ
っ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
な
の
で 

ぁ
っ
た
。

従
来
、
こ
の
時
期
の
研
究
は
、

一
八
世
紀
後
半
の 

産
業
革
命
の
研
究
及
び
、
ニ
o
世
紀
の
現
状
分
析
的 

.
研
究
の
間
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
こ
の
時
代
の
総
合 

的
研
究
が
充
分
に
行
わ
れ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
 

一
九
二
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
、
サ
ー
.
J
•ク
ラ
ッ
パ 

ム
の
大
著「E

conomic History of M
o
d
e
r
n

 Britain 

3- vols j.

が
こ
の
如
を
も
俯
1 m

し
概
説
1 1

,に
\\
.玨
* 

B
.
.コ
ー—

の「A

 Concise E
conomic History of 

Britain f
r
o
m

 1750. to 

Recent TTimes 

(1954)
」 

〔

矢
ロ
孝
次
郎
監
訳
'『

イ
ギ
リ
ス
近
代
経
済
史』

ミ 

ネ
ル
ヴ
ァ

書
房〕

が
あ
る
が
、
チ
ヱ
ン
バ
ー
ズ
教
授
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